
項 ⽬ 内 容

名称 ハクトウスギ (⽩⾖杉) 、ハクトウサン、ウンナンコウトウスギ (雲南紅⾖杉) 、ウ

ンナンコウトウサン [英]White berry yew. Yunnan yew または Himalayan yew

[学名]ハクトウスギ Pseudotaxus chienii (W.C. Cheng) W.C. Cheng 、 ウンナン

コウトウスギ Taxus yunnanensis W.C. Cheng et L.K. Fu、Taxus wallichiana

Zucc. var. wallichiana

概要 ハクトウスギ (⽩⾖杉) ／ウンナンコウトウスギ (雲南紅⾖杉) は、イチイ科

（Taxaceae） の針葉樹。⽇本では⽩⾖杉／雲南紅⾖杉を紅⾖杉と称することがあ

るが、中国では中国イチイ (Taxus chinensis) を紅⾖杉と称されており、さらに⽩

⾖杉は雲南紅⾖杉とは別属の常緑潅⽊とされている。⽇本では、樹⽪・葉が医薬品

として使⽤される成分本質に該当するため、⾷品に使⽤することはできない。⼼材

は⾷品に使⽤可能であり、⼼材を原料とした茶や、抽出物を含有した健康⾷品が国

内で流通している。雲南紅⾖杉は中国およびチベットで伝統薬として⽤いられたと

されるが、有毒成分であるタキサン誘導体を樹⽪や葉に多く含んでいる。

法規・制度 ■⾷薬区分

・ハクトウスギ (ウンナンコウトウスギ) 樹⽪・葉︓「専ら医薬品として使⽤される

成分本質 (原材料) 」に該当する。



・ハクトウスギ (ウンナンコウトウスギ) ⼼材︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない

限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・ハクトウスギはフェノール誘導体 (5-ヒドロキシマルトール、プソイドタクスラ

クトン) 、トリテルペン (11,22-ホバンジオール) 等を含む (103) 。

・ウンナンコウトウスギはジテルペン (タキソール、ジヒドロタキソール、タキサ

ユンチンA〜J、タクスユナニンA〜Y、ホングドウシャンA〜C) 等を含む (103) 。

分析法 ・Taxus yunnanensisの⼩枝に含まれるタキソイドをUPLC-MS/MS で分析した報

告がある (PMID:30223770) 。

有効性

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

ヒ

ト ⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

で

の

評

価

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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